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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２３年６月分） 

２０２３年７月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

 

目次（以下は主なトピックを抜粋） 

１．国内情勢 

（１） 国家レベル 

●両エンティティ政府による合同閣議の実施（８日） 

●ＢＨ憲法裁判所セルビア系判事の辞任（１４日） 

●テゲルティヤ財相のＢＨ間接税庁長官就任（１５日） 

●ＢＨ憲法裁判所による内規の改正（１９日） 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●学校における銃撃事件の発生（１４日） 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳ国民議会によるシュミット上級代表決定不履行の明文化（２１日） 

●ＢＨ憲法裁判所をめぐるＲＳの動き（２１日～２７日） 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセスを含む） 

●ツビヤノビッチＢＨ大統領評議会議長の欧州政治共同体サミット出席（１日） 

（２）二国間関係 

●コナコビッチ外相の訪英（１２日～１３日） 

●コナコビッチ外相の訪独（１５日～１６日） 

●ＢＨ・クロアチア合同閣議の実施（２０日） 

（３） 日・ＢＨ関係 

●日本企業関係者のＢＨ訪問（１９日～２５日） 

３．経済 

（１）経済指標（出典：ＢＨ統計局） 

（２）経済政策・公共事業 

（３）経済協力 

（４）民間セクター 

（注：この月報は、当地紙報道などの公開情報をとりまとめたものです。） 

 

 

 



2 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●国政与党党首による会合（１日） 

 １日、モスタルにおいて、国政３与党（ＨＤＺ、

ＳＮＳＤ、ＳＤＰ）党首による会合が実施され、

今後半年以内のＢＨ選挙法改正に向けた作

業チームの発足等が合意された。 

 その他、チョービッチＨＤＺ党首は、ＥＵがＲＳ

の分離主義的傾向の高まりを受けてＲＳ内で

のインフラプロジェクトの資金を一時差し止め

ていることについて、かかる状況では国内の

いかなるプロジェクトも成功しえないとして、凍

結解除の必要性を述べた。 

●両エンティティ政府による合同閣議の実施

（８日） 

 ８日、ＢＨ連邦及びＲＳの両エンティティ政府

はバニャ・ルカで合同閣議を実施。経済、イン

フラ、労働市場、エネルギー等、多岐にわたる

分野での協力について協議し、いくつかの結

論文書を採択した。特にガスパイプラインにつ

いては、セルビアと接続するイースト・コネクシ

ョン及びクロアチアを経由してＴＡＮＡＰ／ＴＡＰ

と接続するサウス・コネクションにつき、両エン

ティティとも互いに反対しないとの姿勢を示し

た。 

●ＢＨ憲法裁判所セルビア系判事の辞任（１４

日） 

 １４日、ＢＨ憲法裁判所のクネジェビッチ判事

（セルビア系、次席判事）が辞意を表明してい

たことが明らかとなった。ＢＨ憲法裁判所をめ

ぐっては、４月２４日にＲＳ与党が署名した計

画書において、ＢＨ憲法裁判所のセルビア系

判事に対し業務停止を求めるとの事項があり、

右計画書のＲＳ国民議会における採択後、ク

ネジェビッチ判事は療養に入っていた。 

 今般のクネジェビッチ判事の辞任をもって、

昨年１１月に定年退職した１名の後任も含め、

ＢＨ憲法裁判所のＲＳ選出判事ポストは２名と

も空席となった。 

●テゲルティヤ財相のＢＨ間接税庁長官就任

（１５日） 

 １５日、テゲルティヤ副首相兼財相（セルビ

ア系）は、ＢＨ間接税庁長官に就任し、前任の

ジャクラ長官（クロアチア系）より引き継ぎを受

けた。テゲルティヤ財相の間接税庁長官就任

は５月１８日に閣僚評議会で決定していたも

の。なお、後任の財相にはスルジャン・アミジ

ッチ氏（バニャ・ルカ大学教授）が推薦されて

いる。 

●ＢＨ憲法裁判所による内規の改正（１９日） 

 １９日、ＢＨ憲法裁判所はクネジェビッチ判事

の辞職を受けて内規を改正し、第３９条を削除。

右条項は、定例会合にＢＨ連邦選出判事が最

低４名、ＲＳ選出判事が最低１名出席しない場

合は会合を延期することを定めていたものだ

が、今般の削除により、ＲＳ選出判事が不在

でも定例会合の実施が可能となる。 

●国政与党による会合（３０日） 

 ３０日、国政与党の代表はコニッツ市にて会

合を実施。ＢＨ憲法裁判所の外国人判事をめ

ぐる問題及びＢＨのＥＵ加盟に向けた１４の優

先課題の履行につき協議した。ＳＮＳＤがＢＨ

憲法裁判所からの外国人判事の排除を主張

し、ＨＤＺも賛成したのに対し、ボシュニャク系

を中心とするＳＤＰ、ＮＳ、ＮｉＰは右に反対。議

論は平行線をたどり、特段の合意は得られず

に終了した。 
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（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●学校における銃撃事件の発生（１４日） 

 １４日、ルカバッツ市（サラエボ市から北方に

約１４０キロ）の小学校で銃撃事件が発生。教

師１名が重傷を負った。同日、現場となった小

学校の元生徒（未成年）が逮捕された。 

 本件の発生を受け、ＢＨ連邦政府は緊急閣

議を実施し、同様の事件の発生を防止する措

置を講じる旨、結論文書を採択した。 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳ国民議会によるシュミット上級代表決定

不履行の明文化（２１日） 

 ２１日、ＲＳ国民議会は法律等のＲＳ官報へ

の掲載に関する法律の改正案を採択。シュミ

ット上級代表による決定をＲＳ官報に掲載せ

ず、履行もしない旨規定した。 

●ＢＨ憲法裁判所をめぐるＲＳの動き（２１日

～２７日） 

 ２１日、ＲＳ国民議会は結論文書を採択し、

ＢＨ憲法裁判所による内規改正を批判すると

ともに、６月２３日までに内規改正が撤回され

ない場合は対抗措置をとると表明した。 

 設定された期日までに撤回がなかったこと

から、ＲＳ国民議会は２７日、ＢＨ憲法裁判所

決定不履行法を採択。ＲＳが要求する国レベ

ルでのＢＨ憲法裁判所法がＢＨ議会で採択さ

れ、ＢＨ憲法裁判所において外国人判事の排

除が実現するまでは、ＲＳ域内においてＢＨ憲

法裁判所の決定を履行しない旨定めた。 

 

 

 

 

 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●ツビヤノビッチＢＨ大統領評議会議長の欧

州政治共同体サミット出席（１日） 

 １日、ツビヤノビッチＢＨ大統領評議会議長

はモルドバで開催された欧州政治共同体サミ

ットに出席し、欧州の安全保障及びエネルギ

ー安定性等につき各国首脳と意見を交わした。 

 また、会合のマージンにおいてオルバーン・

ハンガリー首相及びゴロブ・スロベニア首相と

会談。ＢＨのＥＵ加盟プロセスの重要性と改革

への姿勢を強調し、各国からの支援に謝意を

述べた。 

●ＥＵＲＯＰＯＬとのコンタクト・ポイントの正式

開設（２２日） 

 ２２日、ＢＨ治安省内に欧州刑事警察機構

（ＥＵＲＯＰＯＬ）とのコンタクト・ポイントが正式

に開設した。本件は本年３月に結ばれた合意

に基づいており、ＥＵ側よりＥＵ加盟の条件とし

て迅速な達成の必要性が指摘されていたもの。 

（２）二国間関係 

●コナコビッチ外相の訪英（１２日～１６日） 

 １２日～１３日、コナコビッチ外相は訪英し、

クレバリー英外相、ドカーティ英政務次官（欧

州担当）等と会談した。コナコビッチ外相はこ

れまでの英国からのＢＨへの支援及び主権と

領土一体性への支持に謝意を述べるとともに、

ＢＨのＥＵ加盟を最優先課題とし、１４の優先

課題の履行を進めていくとの姿勢を強調した。

英国側は、引き続きのＢＨへの強い支援を表

明。また、投資の拡大によって、西バルカン地

域のエネルギー独立性向上及びインフラ整備

を行うとの意向を示した。 
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●コナコビッチ外相の訪独（１５日～１６日） 

 訪英に続き、コナコビッチ外相は１５日～１６

日に訪独し、ベアボック外相と会談したほか、

独首相府関係者との会談を実施。ＥＵ加盟に

向けた改革のため、ＢＨ閣僚評議会が順調な

機能を果たしていると述べるとともに、特にベ

ルリン・プロセスへの強いコミットメントを続け

る旨強調した。ドイツ側は、西バルカンのＥＵ

加盟を最優先事項と位置づけ、引き続き対話

と強調を促していくと述べた。 

●ＢＨ・クロアチア合同閣議の実施（２０日） 

 ２０日、ザグレブにてＢＨ・クロアチア両政府

の合同閣議が開催された。ＢＨのＥＵ加盟に

係る二国間協力及びクロアチアからの支援、

インフラプロジェクト等を中心に８分野３２の課

題につき協議。特に、放射性廃棄物貯蔵所「ト

ルゴブスカ・ゴラ」の建設及び管理に係る議題

は、ＢＨのセルビア系閣僚が独立したテーマと

して協議することを強く求めた。 

 ＢＨのクロアチア系が主張するＢＨ選挙法改

正については、内政問題であることから合同

閣議の議題とはならなかったが、クリシュトＢＨ

閣僚評議会議長は事後の記者会見において、

ＢＨ・クロアチア関係においてもＢＨのクロアチ

ア系代表の選出プロセスは重要な問題である

旨強調した。 

●オルバーン・ハンガリー首相のＢＨ訪問（２２

日） 

 ２２日、オルバーン・ハンガリー首相がＢＨを

訪問し、ＢＨ大統領評議会３メンバー及びクリ

シュトＢＨ閣僚評議会議長の他、ニクシッチＢ

Ｈ連邦首相及びドディックＲＳ大統領と会談し

た。オルバーン首相は、ＢＨのＥＵ加盟の必要

性を強調しつつ、ＢＨが国際社会の監督下に

あることは好ましくなく、ＢＨ側が自己の意思で

決定を行う事が重要である旨強調した。 

（３）日・ＢＨ関係 

●日本企業関係者のＢＨ訪問（１９日～２

５日） 

 １９日～２５日、日本企業関係者によるビ

ジネス団体（ＳＢＧ：サムライ・ビジネス・ギ

ルド）と在京ＢＨ大使館との企画により、日

本企業関係者のＢＨ訪問が行われた。滞

在中、代表団はチョシッチ東サラエボ市長

を表敬訪問したほか、ＢＨ外国投資促進

庁（ＦＩＰＡ）及びＢＨ対外貿易商工会議所

（ＶＴＫ）等との会合を実施。今後の投資の

可能性等につき協議したほか、ツバキ・ナ

カシマ社の工場が所在するコニッツ市を訪

問し、チャティッチ同市長との意見交換を

実施した。 
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３．経済 

（１）経済指標（出典：ＢＨ統計局） 

●産業生産指数 

 ２０２２年５月の産業生産指数は前月比で０．

７％のマイナス。また、前年同月比で０．７％

のプラス。 

●雇用／失業率 

 ２０２３年４月の失業者登録数は３４万９，４１

０人（うち女性２０万３，５６３人）で、前月比

１％マイナス。前年同月比で４．５％マイナス。 

●平均給与 

 ２０２２年４月の平均給与（手取り）は１，２４１

ＫＭで、前年同月比で１．５％のマイナス。 

●消費者物価指数 

 ２０２２年５月の消費者物価指数は前月比で

０．２％のマイナス。また、前年同月比で平均

６．５％の上昇。食料品・ノンアルコール飲料

の価格は前月比で平均０．３％の上昇。 

（２）経済政策・公共事業 

●付加価値税法改正案の採択（１５日） 

 １５日、ＢＨ上院は付加価値税法改正案を全

会一致で採択した。これをもって、間接税庁は

６０日以内に改正案の発効に向けた手続きを

行うことが義務付けられる。 

 今般の改正案は、困窮者支援のために無償

で提供される食料品に対する付加価値税を免

除するもの。困窮者支援に従事するモザイク

財団によれば、ＢＨにおける２０２０年の食糧

支援の総額は８２７０万ＫＭであり、うち１２０１

万ＫＭが付加価値税であった。また、付加価

値税の負担を背景に食糧廃棄の多さも指摘さ

れており、国連の試算では年に１４万トンの廃

棄があるとされる。今般の改正は、そうした状

況の改善に資することが期待される。 

 

 

（３）経済協力 

●クプカ・チェコ運輸大臣のＢＨ訪問（８日） 

 ８日、フォルトＢＨ運輸・通信相はＢＨを訪問

したクプカ・チェコ運輸相、クラピネッツ・チェコ

鉄道社長及びポス・プラハ空港運営責任者と

会談し、インフラ整備による欧州各国間の連

結性向上につき意見を交わした。その中で、

チェコ側はプラハ-サラエボ間の直行便を含む

新規路線の就航をプライオリティとして取り上

げた。 

（４）民間セクター 

●米ＩＴ企業のＢＨ進出（２２日） 

 ２２日、米国でＩＴ技術開発に従事するRibbon 

Communications 社がＢＨに進出し、当地米国

大使館が記念のプレゼンテーションを実施し

た。Ribbon Communications社は、ソフトウェア

の開発の他、民間・公共セクターに対するソリ

ューションの提供、開発支援等を行っており、

ＢＨにおいても国内企業向けのサービス提供

等を行う見込み。 

 

 

 

 


